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　上腹部MRIは，その低侵襲性と豊富な
コントラストから日常診療に欠かすことの
できない検査となっている。日本人のが
ん死亡の5位を占める肝細胞がんを例に
取ると，CTやMRIで特徴的な画像所見
を示せば，生検を経ずに外科的治療や化
学療法が実施され，治療開始前に生検に
よる確定診断が実施されるほかのがん種
とは対照的である。画像診断が担う役割
は大きい。
　「SmartSpeed�AI」は，フィリップス社
製装置で利用可能となった次世代AI画
像再構成技術である。signal� to�noise�
ratio（SNR）の向上だけでなく，アンダー
サンプリングによる高速撮像を実現できる。
本稿では，その技術的概要と上腹部領域
における臨床応用について紹介する。

高速撮像を実現する
次世代AI画像再構成

　画像再構成とは何だろうか。MR撮像

に使用される電磁波（ラジオ波）は直進
性が弱く，そのままでは電磁波の発信源
を特定，画像化ができない。そこで，傾
斜磁場を使って位置情報をエンコード
した電磁波を収集して，k-space上に並
べる。このk-spaceからエンコードされ
た位置情報を取り出して画像を作る計
算処理過程が，画像再構成である。
　SmartSpeed AIは，フィリップス社
製装置で近年利用可能となった AI 画
像再構成手法である。MR画像再構成
に，AI技術の一つである深層学習を組
み込むことで，従来よりも高い画質を実
現している。
　その再構成方式は特徴的で，普及の
進んでいる AI 画像再構成で多い post 
processing型ではなく，より複雑な計
算が行われるiteration型が用いられてい
る（図1）。post processing型のAI画像
再構成では，パラレルイメージングや圧
縮センシングなどの従来手法を使って
いったん画像を作り，この画像を深層

学習ネットワークに入力して高画質（低
ノイズ，低アーチファクトなど）な画像
を再構成する。対して次世代となる
iteration型では，収集されたk-space
データを直接深層学習ネットワークに入
力し，繰り返し計算を行うことで画像を
再構成する。k-spaceデータが直接入力
されるため，k-spaceから算出されるコ
イル感度やk-spaceサンプリングパター
ンなどの情報も画像再構成に用いること
ができ，アンダーサンプリングされたよ
り少ない収集データから高画質な画像を
再構成することができる。
　具体的な深層学習ネットワークには
Adaptive-CS-Netが用いられている 1）

（図2）。これは，max-poolingによる画
像縮小とbilinear interpolationによる
画像拡大を利用したUnet-likeな構造と
soft thresholdingが組み合わされたネッ
トワークとなっており，wavelet変換を
用いた圧縮センシングに類似している。
このような数理モデルを利用した画像再
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a：Post processing型AI画像再構成

b：Iteration型AI画像再構成
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図1　�AI画像再構成の方式
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